











































森 林 内 の 微 生 物 群 集 組 成 変 化 2 4 の 土 壌 サ ン プ ル を 、 リ ン 脂 質 脂 肪 酸 モ ル 比 に 基 づ 、 い て 主
成 分 分 析 展 開 を し た と こ ろ 、 1 軸 と 2 軸 の 極 座 標 に お い て 統 計 的 に 有 意 な 樹 種 毎 の ク ラ ス タ ー が
認 め ら れ た 。 こ の こ と か ら 、 土 壌 微 生 物 群 集 は 樹 種 依 存 的 に 特 異 な 組 成 を 持 っ て い る こ と が 確 か
め ら れ た 。 土 壌 酵 素 に つ い て は 、 acid p h o s p h a t a s e と beta -D-glucosidase に お い て 統 計 的 に 有
意 な 活 性 差 が 樹 種 間 で 認 め ら れ た 。 さ ら に 、 phenol oxidase 活 性 に つ い て は 、 土 壌 か ら 純 水 に よ
っ て 抽 出 し た 可 溶 性 total phenolics 濃 度 と 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、 こ れ も 上 か ら 加 入 す る リ
タ ー の 質 の 強 し 、 影 響 を 示 唆 し た 。
森 林 利 用 と 土 壌 微 生 物 の 機 能 : 森 林 内 で 樹 種 依 存 的 な 土 壌 微 生 物 群 集 が 認 め ら れ た こ と か ら 、
森 林 間 で の 微 生 物 群 集 の 変 化 は 巨 視 的 な 気 候 自 体 の 変 化 と 同 時 に そ れ と 共 変 化 す る 樹 種 組 成 の 変
化 に も 起 因 し て い る 可 能 性 が あ る 。 そ う だ と す れ ば 、 デ ラ マ コ ッ ト で 認 め ら れ た よ う に 、 破 壊 的
な 森 林 伐 採 に よ る フ タ パ ガ キ 科 樹 木 優 占 林 分 か ら M a c a r a n g a 属 優 占 林 分 へ の 変 化 は 土 壌 微 生 物
群 集 の 変 化 も 伴 っ て い る と 推 測 さ れ る 。 原 生 林 表 層 土 壌 で 、 は 真 菌 / 細 菌 比 や G mー / G m + 比 が 特
異 的 な 微 生 物 群 集 が 形 成 さ れ て い る が 、 表 土 の 剥 ぎ 取 り や 撹 乱 は 土 壌 微 生 物 群 集 組 成 の 変 化 を 引
き 起 こ す と 思 わ れ る 。 森 林 利 用 に よ っ て 、 樹 種 交 代 と 有 機 質 表 土 の 変 化 が 生 じ 、 こ れ が 土 壌 微 生
物 群 集 組 成 の 変 化 と 酵 素 活 性 の 変 化 に つ な が っ て 、 分 解 機 能 が 変 化 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。
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キ ナ パ ル 山 低 地 熱 帯 林 (700m) の 3 つ の 深 度 に お け る 土 壌 微 生 物 群 集 の 例 。 左 縦 軸 は 分 類 群 の 優 占 度
を 各 分 類 群 毎 の P L F A 濃 度 (nmol g-l) で 、 右 縦 軸 は 各 深 度 に お け る 合 計 微 生 物 量 を P L F A 濃 度 (nmol g.l) 
で 表 し た 。 深 度 は 、 左 か ら 表 層 (Oh) 、 0・ 5 c m 、 5・ 1 5 c m。
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